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後
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ニ
ュ
ー
ス

平
成
16
年
度
か
ら
新
し
い
卒
後
臨
床
研
修

制
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。
本
院
に
お
い
て
も

卒
後
臨
床
研
修
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
体
制
が

整
備
さ
れ
臨
床
研
修
が
順
調
に
進
行
し
て
い

ま
す
。
滋
賀
医
科
大
学
医
学
部
附
属
病
院
で

は
、
各
診
療
分
野
で
多
く
の
優
秀
な
ス
タ
ッ
フ

を
輩
出
し
、
病
院
の
診
療
実
績
が
急
速
に
向

上
し
て
い
ま
す
。
入
院
患
者
数
、
救
急
患
者

数
、
主
要
手
術
件
数
が
増
加
し
、
一
方
在
院

日
数
は
20
日
未
満
と
急
速
に
改
善
し
て
い
ま

す
。
ま
た
病
院
機
能
評
価
機
構
の
認
定
を
受

け
た
こ
と
と
も
あ
い
ま
っ
て
、
医
療
安
全
体
制

が
強
化
さ
れ
、
病
院
医
療
収
支
バ
ラ
ン
ス
の
健

全
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
診
療
の
活
性
化
に
伴
っ
て
新
臨

床
研
修
制
度
に
対
応
し
た
滋
賀
医
科
大
学
医

学
部
附
属
病
院
臨
床
研
修
医
の
受
け
入
れ
態

勢
が一新
さ
れ
、
研
修
医
の
受
け
入
れ
を
病
院

全
体
で
歓
迎
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
平

成
16
年
度
本
院
の
研
修
医
は
36
名
で
、
2
年

間
の
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
内
科
、
外
科
、
救
急

／
Ｉ
Ｃ
Ｕ
・
麻
酔
科
、
小
児
科
、
産
婦
人
科
、

精
神
科
、
地
域
医
療
と
選
択
研
修
か
ら
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
。
2
年
目
に
は
研
修
の
50
％
を

院
外
で
行
い
ま
す
。

本
院
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
内
容
の
特
色
と
し
て

1
多
く
の
症
例
を
「
診
る
」
医
療
を
す
す
め
、

症
候
か
ら
診
断
の
過
程
、
治
療
過
程
の
最
先

平成１７年度滋賀医科大学医学部附属病院  臨床研修プログラムローテーション表 

コース 
区分 定員 

3
5
5
2

3
5
5
2

コース 
区分 定員 

5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5

外科（心臓血管・呼吸器） 

外科（心臓血管・呼吸器） 外科（消化器・乳腺・一般） 

内科（循環器・呼吸器） 内科（消化器・血液） 

内科（消化器・血液） 内科（内分泌代謝・腎臓・神経） 

外科（心臓血管・呼吸器） 

救急／麻酔（麻酔） 

外科（消化器・乳腺・一般） 

救急／麻酔（救急） 

救急／麻酔（麻酔） 

外科（消化器・乳腺・一般） 

外科（心臓血管・呼吸器） 

救急／麻酔（救急） 

救急／麻酔（麻酔） 

内科（消化器・血液） 内科（内分泌代謝・腎臓・神経） 

外科（心臓血管・呼吸器） 

外科（消化器・乳腺・一般） 

内科（循環器・呼吸器） 

内科（循環器・呼吸器） 

内科（循環器・呼吸器） 内科（消化器・血液） 

救急／麻酔（救急） 

救急／麻酔（麻酔） 

内科（内分泌代謝・腎臓・神経） 内科（消化器・血液） 

内科（内分泌代謝・腎臓・神経） 

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 

計６０名 Aコース、Bコースとも滋賀医大病院（救急／麻酔（救急）は当直研修を一部協力型病院で実施）で研修。 

外科（消化器・乳腺・一般） 外科（心臓血管・呼吸器） 

外科（心臓血管・呼吸器） 外科（消化器・乳腺・一般） 

7

8

外科（消化器・乳腺・一般） 

内科（循環器・呼吸器） 

内科（消化器・血液） 内科（循環器・呼吸器） 

外科（消化器・乳腺・一般） 

外科（心臓血管・呼吸器） 

内科（内分泌代謝・腎臓・神経） 

内科（内分泌代謝・腎臓・神経） 

救急／麻酔（救急） 

7

8

（２年目ローテーション ） 
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 

産婦人科（院内） 小児科（院内） 精神科（院内） 地域 
選択科（院外） 精神科（院内） 地域 産婦人科（院内） 小児科（院内） 

小児科（院内） 精神科（院内） 地域 産婦人科（院内） 

選択科（院外） 

産婦人科（院内） 小児科（院内） 

小児科（院内） 精神科（院内） 地域 

精神科（院内） 地域 
精神科（院内） 地域 産婦人科（院内） 小児科（院内） 

産婦人科（院内） 
産婦人科（院外） 小児科（院外） 地域 精神科（院内） 

選択科（院内） 地域医療 精神科（院内） 産婦人科（院外） 小児科（院外） 
小児科（院外） 地域 精神科（院内） 産婦人科（院外） 

選択科（院内） 
産婦人科（院外） 小児科（院外） 地域 

小児科（院外） 地域 精神科（院内） 産婦人科（院外） 

計６０名 Aコース：必修科を滋賀医大病院（地域を除く。産婦人科及び精神科は一部協力型病院で研修）、選択科を協力型病院で研修。 
Bコース：必修科を協力型病院（精神科は滋賀医大病院（一部協力型病院で研修））、選択科を滋賀医大病院で研修。 
 ＊    の部分は院外で行う研修を示す 

精神科（院内） 

地域 精神科（院内） 産婦人科（院外） 小児科（院外） 

（１年目ローテーション ） 

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン 

Ａ
コ
ー
ス 

Ｂ
コ
ー
ス 
Ａ
コ
ー
ス 

Ｂ
コ
ー
ス 

センター長

柏木　厚典 教授
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端
を
理
解
す
る
研
修
に
専
念
し
ま
す
。
2
患

者
さ
ん
の
心
を
理
解
で
き
る
〝
感
じ
る
〞
医

療
に
努
め
、
適
切
な
言
葉
で
病
状
を
説
明
し

相
互
に
理
解
し
あ
う
研
修
を
行
い
ま
す
。
3

救
急
／
Ｉ
Ｃ
Ｕ
・
麻
酔
診
療
を
強
化
し
ま
す
。

更
に
、
4
大
学
病
院
だ
け
で
な
く
院
外
研
修

を
と
も
に
保
障
し
診
療
の
多
様
化
を
図
り
ま

す
。
5
臨
床
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
の
充
実
を
図
る

た
め
、
研
修
医
が
参
加
し
や
す
い
体
制
作
り

を
し
ま
す
。
6
ま
た
研
修
中
の
内
容
、
目
標

達
成
度
を
評
価
し
、
不
十
分
な
研
修
が
明
ら

か
に
な
れ
ば
臨
床
研
修
セ
ン
タ
ー
が
仲
介
し

て
当
該
診
療
科
に
研
修
内
容
の
修
正
・
改
善

を
求
め
ま
す
。
7
更
に
研
修
医
の
生
活
環
境

の
改
善
を
め
ざ
し
て
、
給
与
面
な
ど
待
遇
の

改
善
、
宿
舎
の
提
供
、
研
修
医
室
な
ど
ア
メ

ニ
テ
ィ
ー
の
改
善
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。
一
方
、

8
研
修
医
の
過
重
労
働
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
個
々
の
能
力
に
応
じ
た
臨
床
研
修
を

保
障
し
、
精
神
・
身
体
の
ス
ト
レ
ス
を
早
期
に

把
握
す
る
た
め
学
内
第
三
者
部
門
に
よ
る
研

修
医
健
康
管
理
シ
ス
テ
ム
を
立
ち
上
げ
る
予

定
で
す
。
更
に
、
9
将
来
の
専
門
研
修
の
相

談
に
応
じ
る
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制
度
を
導
入
し
、

将
来
の
臨
床
研
修
を
安
心
し
て
選
択
で
き
る

よ
う
に
い
た
し
ま
す
。
以
上
の
内
容
に
関
し
て

は
既
に
平
成
16
年
度
研
修
医
か
ら
取
り
入
れ

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
平
成
17
年
度
に
は
こ
れ
ら

内
容
を
更
に
発
展
さ
せ
る
予
定
で
す
。

こ
の
よ
う
に
本
院
の
臨
床
研
修
の
基
本
と
し

て
、
指
導
医
の
適
切
な
助
言
の
も
と
に
、
安

全
で
、
効
率
よ
い
、
良
質
の
臨
床
研
修
が
で
き

る
よ
う
に
体
制
整
備
を
い
た
し
ま
し
た
。
研

修
医
の
皆
様
が一
般
的
な
診
療
で
頻
繁
に
遭
遇

す
る
疾
患
に
適
切
に
対
応
で
き
る
技
能
を
身

に
付
け
、
将
来
患
者
様
に
安
心
さ
れ
、
信
頼

さ
れ
る
医
師
と
し
て
、
ま
た
医
学
・
医
療
の
果

た
す
べ
き
社
会
的
役
割
を
認
識
し
、
将
来
そ

の
担
い
手
と
し
て
大
き
く
発
展
さ
れ
る
こ
と
を

希
望
し
て
い
ま
す
。
本
院
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
が

正
確
に
評
価
さ
れ
、
全
国
か
ら
意
欲
に
満
ち

た
学
生
諸
君
が
多
数
参
加
を
希
望
さ
れ
、
将

来
良
い
臨
床
医
と
し
て
発
展
さ
れ
ま
す
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。 


